
Title 現代中国語の移動を表す述補構造に関する研究

Author(s) 島村, 典子

Citation 大阪大学, 2010, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/54305

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



5857

氏 名

【20】

島
しま

村
むら

典
のり

子
こ

博士の専攻分野の名称 博 士（言語文化学）

学 位 記 番 号 第 ２４０５７ 号

学 位 授 与 年 月 日 平 成 22 年 ３ 月 23 日

学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当

言語社会研究科言語社会専攻

学 位 論 文 名 現代中国語の移動を表す述補構造に関する研究

論 文 審 査 委 員 (主査)
言語文化研究科教授 杉村 博文

(副査)
言語文化研究科教授 杉本 孝司 言語文化研究科教授 小矢野哲夫

言語文化研究科教授 古川 裕 関西大学文学部教授 内田 慶市

論 文 内 容 の 要 旨

－
731－



60

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

59

－
732－

nる行為を指し示し、それをデキゴトとして提示する、 と共に、②そのデキゴトによって生じる新た

な事態を述べるために、その発端となるデキゴトを提示する、という2つの機能をもつことを指摘した。

また、デキゴト解釈が仮定的事態、反事実的事態を表し得ないのに対し、様態解釈は仮定的事態、反

事実的事態から自由であることが両者の顕著な差異として挙げられる。

「二音節動認+“回来 の様態解釈、デキゴト解釈には二音節動詞の f陳述性j (assertion)、 「指

示性 (designation)という側面が密接に関わっている。 V，は陳述性と指示性を兼ね備えた動詞であり、

コンテクス トによって動詞の陳述的側面が前景化した場合、当該形式は様態解釈を受け、指示的側面

が前景化された場合はデキゴト解釈を受ける ことを指摘した。

第4章では、類型論的観点から非意志的な自律移動イベントの表現パターンについて考察を行った。

当該移動イベントの言語化には [述語動詞(V)+方向補語(DけからなるVD型枠付けパターンと、 [方

向動詞(Vd)+直示方向補語(DIi)]からなるVoD直型枠付けパターンが用いられるこ とが指摘されてい

る。 ヰーパスを用いて両枠付けパターンが実際に使用される比率を調査した結果、 VD型は全体の約

77%を占め、 VdD直型の使用は全体の約23%に止まるという数値が得られた。

有標のVdD置型には使用上の制約が課せられ、 自然の力、 移動を 目的とした設計物、涙 ・汗、 ととば

といった[+自発的移動]の意味特徴を有する移動主体の移動を言語化する際に比較的用いられ易いc

また、言吾用論的に見た場合、 表現の簡潔性を満たすという動機が、より簡素な構造を有するVdD訟型の

使用を支えている。そのため、表現の簡潔性を要求する対挙形式や四字形式ではVdD直型が多用される。

更に、 擬人法によって、非意志的な自律移動の言語化lこVdD革主主枠付けパターンが用いられることもあ

る。

第5章では、自動詞(vilからなる述補構造(ViD)が使役移動イベントを表すケースについての考察を

行った。従来、使役移動を表す述補構造の述語動詞は通常他動詞である とされてきたが、実際にはViD

が使役移動を表す場合もある。本章では本来他動性(transitivity)の極めて弱いViが、各コンテク ストに

おいて使役義を表すメカニズムについて詳しい考察を行った。

ViDが使役移動を表す場合、統語上では往々にして“把"構文が選択される。この現象は主に、 Vi

で表される原因イベントと、 Dで表される結果イベン卜の間の予測性が低く、両者が偶発的な因果関

係を形成すること に起因する。そのため、 Dで表される結果イベントは往々 にして情報の焦点となり

文末の位置を占め、 被使役者を表す名詞性成分は必然的に“把"を用いて提前されるこ とになる。

ViI土他動性が低いため、動詞本来の統語的、 意味的特徴のみからでは所与のViが如何なる使役力を

表すのかを判断するのが難しい。この問題を解消するため、使役移動を表すViDが生起するコ ンテク

ストでは先行文脈にVi(Vi2)と同様の動詞、もしくは相関する意味を表す動詞(ViJ)が現れ、後方のVi2

がどのような性質の伎役力を表すかを明示化する役割を果たす。このように、 ViDが表す非典型的な

使役移動を効ay，{的lこ理解するためには、コンテクストが提供する情報や我々 の経験、世界に対する認

識といった外在的要素の参与が必要と なる。

第6掌では、 Talmyの類型論的理論枠組みを援用して、現代中国語の移動表現の特徴を考察した。

Talmv1999、2000によれば、 中国語は付随要素で経路概念を表す典型的な付随要素枠付け言語である

とされるが、中国語学界ではとの分類の可否について、いまだに統一的な見解が得られていない。本

主主では中国語を、①動詞枠付け言語に分類する立場、②等価枠付け言語に分類する立場、③典型的な

付随要素枠付け言語ではないとする立場、④分裂型言語である とする立場の主張に検討を加え、どの

主張が中国語の特徴に最も合致するものであるかを分析した。また、中国語の移動表現の特徴をより

明確に示すため、 英語及び日本語における移動表現との比較対照を行いながらー英語と中国語、日本

語と 中国語の移動表現における異同を分析した。

本章では更に、も9の有界性についても部分的な考察を行った。先行研究では、 起点や経過点を含む

VDは有界性を表さない場合があると報告されている。この指摘に対し、本章ではVDが起点、及び経過

点を表す湯所名詞を伴う fVD非十LJの形式(後霊式)を取り kげ、その有界性について考察を行った。

Lが前置詞“A人"によって導かれ、動声]の前方に位置する形式(前置式)との比較対照を行った結果、 L

が起点や経過点を表す場合であっても、後置式は移動の完結性を明確に示し有界性を表すことから、

VDの有界性の有無には語順とい う側面も密接に関わうていること を指摘したc

第7章

本論文タイトルに含まれる「述補構造」は跳下来(跳ぶ+下降する+来る) Jや「推出

去(押す+外に出る+行く) Jのようなものを典型とする。この構造において跳推j

と「下来出去Jは「因果関係」を構成しており下J r出」は異空間の転移を来j

「去j は観察者の視点のありかを示す。本論文はこ の構造における因巣関係の多様性とイベン

ト統合のメカ ニズムを跳J r推Jの位置に生起する動詞の意味特徴を切り 口に，詳細な意

味的・構造的分析を通して解明したものである。

本論文は，執効と思えるほどの徹底した用例調査を背景に，認知言語学，言語類型論，対照

言語学の方法で議論がj渓関され，中国語の移動表現における多様な因果関係がどのような意味

論的メカニズムによって一つの構造体として統合されるかを明らかにしている。本テー?に関

する意味分析は，従来，辞書的意味分析に基づいて行われることが常態で、あったが，そのよう

な分析では現実に成立する多くの移動表現の中に移動を見出すこと ができないという欠陥があ

った。本論文はその限界を克服するため，フレーム意味論的視点を体系的に取り込んで，従来

の視点では移動を兇いだせないところに移動を見出し 3 最終的に司王象全体が「述柿構造」とし

て統合される構文論的条件と意味論的動機を抽出することに成功した。

審査において， 日本語学3 英語学など他フィールドの研究者にも違和感のない記述を削旨す

必要性，及び「下出j 等が代表する成分の分析が従来の枠に留まっていることが指摘され

たが，本論文は当該テーマの多くの似11慌において従来の研究に新生面を切り際き，本研究科が

博士論文に求める基準一一継承性，新規性，実証性，論理性，明確性一ーを十分に満たしてい

る。第六主主「類型論的角度から見た中国語の移動表現j に見られる言語学的視野の広さに加え，

すでに筆者の三筋の研究論文が全国規模の学会誌に掲載されていと5ことも審査結果の妥当性を

支持している。

上記評価に基づき，本若手査委員会は，本論文が博士号(言語文化学)を佼与するに相応しい

業績であると判定した。


